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「市民の声」から

こんな声届いています！
～「市民の声」

仕事に活かす～
明日のあなたの

【大阪市職員の通勤時の会話について】
大阪メトロ ● ●線の□ □駅から△△駅までの間に乗車している職員が、大声で職場の愚痴を言って

いるのをよく見る。見ていて気分が悪いし、大阪市職員として恥ずかしい行為だと考える。
すぐに注意喚起して止めさせるべきだ。

「壁に耳あり、障子に目あり」なんてことわざもありますよね。職員の皆さんの中には、このご意
見に「はっ」とした方も多いのではないでしょうか。
これからの季節、忘年会などで飲酒をする機会が増えると思います。飲食店などでも声が大きくな

りがちですので、通勤時の電車内に限らず、公共の場で会話をする際は、常に公務員として自覚ある
言動を心掛けましょう。

日々私たちが行っている災害現場活動。消防職員として当然の務めとはいえ、このように市民の方
から「感謝の声」を頂けることは大きな励みになりますよね。
これからも、市民に寄り添った親切で丁寧な活動を心掛けていきましょう。

【救急隊へのお礼】
私は昨年、救急搬送された者です。当時、〇〇区にある職場で倒れ、◇◇病院に搬送していただきまし

た。病名は急性心筋梗塞で、搬送されたときには意識はありませんでした。
救急隊の方の適切な処置と迅速な病院搬送により、今は無事に社会復帰することができ、今では仕

事もしております。
昨年から街中で救急車を見るたびにお礼の言葉を伝えたいと考えておりました。
該当する救急隊の皆様へ、是非とも感謝の気持ちをお伝えしていただきたいです。

【救急隊へのお礼】
本日、私の自宅に救急車が駆けつけていただき、妻をご搬送いただき心より厚く御礼申し上げます。
妻は、２日間、腰の痛みを訴えており、私共は徹夜で看病しましたが、手に負えなくなり119番にお

電話した次第です。
隊員の方お一人お一人のご親切な対応に、本日ほど大阪市消防局の存在のありがたさを実感したこ

とはございません。皆様のおかげで、大阪市民は安心して生活を送ることが出来ていることに感謝の気
持ちでいっぱいです。大変なお仕事ながら健康にはくれぐれもご留意いただくことを、お祈り申し上げ
ます。

【消防隊へのお礼】
私は非常ベルがよく鳴る建物に住んでおり、その度消防車が来ます。今日は、いつも以上の数の消防

車が来て、本当の火事？そんな感じでベランダから見ていました。今回は何事もなく良かったですが、
上から見ていて、有り難い気持ちと消防隊のカッコよさ、人を助ける姿勢に感動しました。非常ベル（誤
作動？）が鳴る度に、住んでる一住民として申し訳なく感じたりもしますが…
誤作動じゃなく、本当の火災非常ベルが鳴ったら怖いなと思っていましたが、今日の消防隊の活動を

見て感動しました。いつも有難う御座います。
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Just Do It !Just Do It !
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警防課　堀尾　侑祐

40

我が家のシーズーを紹介します。
名前は、「ＡＩちゃん」といいます。
ＡＩちゃんとの出会いは、私が大学生で下宿をしていた頃、
ペットショップのゲージから不安そうにこちらを見る姿に、も
ともと犬が好きだったこともあり、衝動を抑えられず、同居
を決めたことでした。
妻よりも２年早く出会い、今年で１７

歳になります。人間に置き換えると９０歳代ということで、目も耳も機
能が低下し、散歩もヨロヨロと歩いています。しかし、３人の子どもが
いる騒がしい我が家の中では、耳が不自由なことが功を奏しているよ
うです。ただ不思議なことに、大好物の林檎を切っていると、離れて

いても察知して吠え立ててきます。
そんなＡＩちゃんですが、これまで２度の
開腹手術を受けるという危ない時期を経て、今日まで至っている
ことは、嬉しい限りです。
これからも、子どもたちと一緒に健やかに過ごしてほしいと
願っております。

人事課　菊本　靖人

( 旧 :Twitter)
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緊急消防援助隊近畿ブロッ
ク合同訓練で、指揮隊旗・府県
大隊旗が京都府福知山市のメ
イン会場に一堂に会した様子
です。

今年は、元日に石川県の能登半島で地震が発生し、その後も、
いろいろな地域で様々な災害が起き、南海トラフ地震臨時情報（巨
大地震注意）も発表される、という災害への備えに意識が高まっ
た一年だったように思います。
私自身、様々な災害への備えについて日常的に考えていく必要

があると感じました。いざという時に自分に何ができるのか、身を
守るために必要なことは何か、具体的に考え、備えていきたいと
思います。
来年は穏やかな一年でありますように。（T）
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